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石垣市の避難実施要領パターン 

1. 自衛隊とミサイル基地
の存在に全く触れてい
ない 

2. 現実的な有事想定がな
い 

3. 実効性のある避難計画
がない 

4. 戦傷者の救護・治療に
何も触れていない 

 

 
石垣市の避難実施要領パターン全文は 
https://www.city.ishigaki.okinawa.jp/material/files/grou
p/3/hinannjissiyouryounopata-n.pdf  と 
http://loveishigaki.jp/archive/civilprotection/Ishigakishi
Hinanjisshiyouryou201912.pdf 
にあります。 
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有事はどのように起きるか 

• 「紛争の火種」台湾や尖閣を巡り、日米・
中国間で武力衝突が発生する 

• 現在は台湾を巡る米中衝突に日本が集
団的自衛権で参戦する危険が最も高い 

• 中国艦隊が台湾の東に向かうため太平
洋に出ようとして日米と衝突、海空戦にな
る。台湾有事⇨東シナ海有事 

 

• 「パターン」には、「『某国』がいきなり攻め
て来る」という非現実的イメージしかない 

（渡辺悦和著「米中戦争そのとき日本は」  
講談社現代新書2016年刊より） 



現実的有事想定 石垣島で何が起きるか 

• 有事には、石垣島の陸自、米海兵隊が
中国艦隊を対艦ミサイルで攻撃 

• 対艦ミサイルを潰そうと中国が有事発生
とほぼ同時に多数のミサイルを島に撃
ち込む 

• 攻撃対象は、ミサイル基地・弾薬庫、幹
線道路、空港、港湾、ミサイルが展開し
そうな場所（市街地も含む） 

• 被弾した弾薬庫が爆発（外国では半径１
０ｋｍ以内に避難指示の例も） 

• ミサイル攻撃だけで島のミサイルを無力
化できなければ、中国軍の着上陸侵攻、
自衛隊との地上戦が起き得る 
 

• 石垣市の「パターン」は、多数ミサイ
ルによる全島攻撃を想定していない 

• ミサイル攻撃なしに着上陸侵攻が起
きるかのように描いている 

• 中国軍の着上陸侵攻で地上戦にな
ることも視野に入っていない 

中国の極超音速ミサイルDF17（上）と 
地下貫通ミサイルDF１５C（右） 



「まず対艦ミサイルを潰す」は「鉄則」 
        元自衛艦隊司令官 香田洋二氏 

JBpress 2022.4.21 (https://jbpress.ismedia.jp/articles/-/69845)より 

 つまり、有事に宮古海峡を通って太平洋に出ようとする中国艦隊にとっては、
まず真っ先に先島の地対艦ミサイルを潰すのが「鉄則」、ということ 
          これは、特攻機が発進する軍用飛行場が徹底的に爆撃された八重山の戦争の教訓でもあります 
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実効性のない避難計画 
ミサイル攻撃は「屋内避難」では防げない 

 これがウクライナ戦争の教訓のひとつ 

• 石垣市の「パターン」に書かれたミサイル攻撃への対策は、「屋内避難」だけ 
• 「バス等での避難」は、幹線道路が攻撃で破壊されるから、現実的でない 
• しかも、「自助努力」を強調 
 

https://www.afpbb.com/articles/-/3409479 https://courrier.jp/news/archives/281407/ 



地下シェルターは市内にほぼ皆無 

ミサイル攻撃は 

 兆候を得てから着弾までに逃げる時間はほとんどない（福建省から発射して着弾まで10分以内） 

 建物に隠れても、近くに着弾したら助からない 
 攻撃時に命を守る現実的方法は、地下シェルターに逃げ込むしかない 
    （ウクライナの教訓） 
 
しかし石垣市内には地下シェルターの備えはほとんどない 

https://wedge.ismedia.jp/articles/-/26415 

https://www.bbc.com/japanese/60597713 



「１０日以内で全島避難」の予測は 

• 「有事発生から１０日」では犠牲者が多発 

• 「有事の１０日前から避難」は難しい（予兆を
掴めない、 「開戦準備の告知」になる恐れ） 

• しかも、「ミサイル攻撃による空港、港湾の破
壊」、「戦時に正常な運航は困難」、「自衛隊
増援部隊の移動、輸送とのバッティング」を考
えると、事実上不可能 

• 全島避難は、実際上無理 

 

 



病院被弾時の救護・医療対策は？ 

石垣市の「パターン」には、
何も書かれていない 

https://mainichi.jp/articles/20220302/k00/00m/030/272000c 

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20220309/k1001352204
1000.html 



結論 

• 石垣市の避難実施要領のパターンに、有事
に命を守れる実効的対策はない 

• 「自衛隊に来てもらえば安心」から「有事が起
こるから国・自衛隊に協力を」へと態度を一変
させた防衛省、中山市政の「戦時体制づくり」
に沿う内容 

• 石垣島にミサイル基地を置かれたら、有事の
住民保護はほとんど不可能、平和外交こそ
最強の安全保障 


